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マイクロ波放射計、散乱計及びメソ気象モデルを

用いた洋上風力資源量推定手法の開発

-AMSR2風速とASCAT風速との比較－

香西克俊，大津輝夫

（神戸大学海事科学研究科）

第17回CEReS環境リモートセンシングシンホ“ジウム，

平成27年2月20日，千葉大学けやき会館

且立
1.はじめに
2. AMSR2風速とASCAT風速の検証

3.洋上風力資源量の推定

4.まとめ

対象期間

fl4 

Qui.SCAT 

HS 

Wlndsat 

~ヨ

1995 2似苅 2005 

Year 

図2 対象期間の設定

ブイ風速に対する衛星搭載放射計AMSR2と散乱計 ． 
ASCATからの推定風速を検註するZとにより、どちらの ・
センサーが洋上風力資源量評価に適しているかを明らか． 

陸上
沿岸 外洋（散乱計，放射計z

（合成関口レーダー，WRF) WRF) 

テー、.... 、

図1沿岸及び外洋における洋上風力資源評価方j
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AMSR-E ASCAT AMSR・EminusASCA 
図3高度別AMSR・EとASCAT年平均風速の比較（2009/04/11・2011/04/10,
80m高｛上段）、1om；；；（下段））

図4第一湖水循環変動観測衛星「しずくj
(i也球環境変動観測ミッション（GCOM-W・

Global Change Observation Mission) 

http://www.jaxa.jp/projects/sat/gcom_ w/i 

ndeJ<j.html 

表1 GCOM-W1の仕様

設計寿命 5年（打上げ2012年5月18日）

電力／質量 4050W / 1900kg 

軌道 太陽同期準回帰軌道

高度／傾斜角 700km I 98.2度

昇交点通過地方太陽時 13時30分 ±15分ーAMSR-Eと同一

7GHz～89GHz 6周波数帯
AMSR2概要 5～50km分解能、 1450km観測幅

風速プロダクト（10km、Level2)
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竺J 図5MetOp-Aj菩載ASCATの概観（
記事 htto://www.eumetsat加bwebsite/ho 

~ 1------= me/Satelli恰s/Cur陪 ntSatellites/Met
oo/MetooDeslon inde決.html)

図？ KEOブイ 図8黒潮牧場ブイ No.12(KB12‘ 
（海面からの風速観測高度4m, 海面からの風速観測高度10m,

http://www. pmel. noaa .gov/keo/) KB 10, 13と同じ）

4m高における l____..l 10m高における等価中立風速
KEOブイ風速 ｜ー「｜（モニンオブコフ相似則を使用）

国6対象海域と検匝用ブイの位置
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図9AMSR2とASCATによる相対Bias（右）と相対RMSE
（左）の比較（2012/7-2013/7)
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AMSR2 AMSR2 -ASCAT ASCAT 

図10AMSR2及びASCAT平均風速の比較（2012/07・
2013/07, 10m寓）
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60% 60% 
aAMSR2 • AMSR2 
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• ASCAT 

｜｜｜ 
~~ ；~ 勾T

• ASCAT 
（ 》’、‘ 

40% 
・量酬

的草区 30% （ 、M） 明Eε 30% 
。

国
〉

巴主芯。偲 20% !ii 20% 
巴。
10% 10% 

0% 。%
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AMSR2 AMSR2 -ASCAT ASCAT 

国11AMSR2及びASCAT平均エネルギー密度の比較
(2012107・2013107,10m高，エネルギー密度（Wfm2)=
0.5x1.225x風速3)

KB10 KB13 KEO 
Buoy 

図13KB10,13及びKEOにおけるAMSR2及びASCATの
相対バイアス（右）と相対RMSE（左） (2012/7-2014/7) 
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国15AMSR2及びASCAT平均風速の比較（2012107・
2014/07, 10m高）
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図12KB10, KB13及びKEOにおけるAMSR2及びASCAT
の検柾結果（2012/7-2014/7)

KB13 KB10 
図14KB10（右）， KB13（左）における風肥図（赤点線：
平均風速差（AMSR2・KB10,13風速）

2012/9～11 2012/12～2013/2 2013/3～5 

2013/6～8 2013/9～11 2013/12-2014/2 2014/3-5 

図16AMSR2とASCATの風速差（AMSR2-ASCAT）の季節変動
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,-

司』Li' '-
－函.岬叫

AMSR2 ASCAT AMSR2 -ASCAT 

国17AMSR2及びASCAT平均エネルギー密度の比較
(2012/07・2014/07,10m高，エネルギー密度（W/m2)=
0.5x1.225x風速3))

AMSR2データはJAXAと神戸大学海事科学研究科との

GCOM-W1に関する共同研究により得られた。ASCAT
データはNASA,JPLより提供された。KB10及びKB13ブイ
データは高知県より提供された。 KEOデータはNOAA,
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